連合山口2008年度賃金実態調査の概要

１．連合山口の今08年度のデータ数は40単位組合、3,439人です。昨年は49組合、4,165人でした。１組合平均規模は86人です。調査参加組合の産業・規模構成は次のとおりです。カッコ内は新たにこの調査に参加した組合の数です。
　産業　　　　　　 30人未満　　30-99人　100-299人　300人以上　　計  
　製造業                 0      　4         13           4        21 (7)  
　交通・運輸業           0        5          2           1         8

　商業・サービス業       4        3          2           2        11 (3)
　 計　　　　　　　　　  4       12         17           7        40　  
　カッコ内は昨年調査には入っていなかった組合の数です。
　平均賃金等の概要は次のとおりです。

　全産業　　  人数　　 平均年齢　平均勤続　平均賃金   07年度　    上昇率
　男女計　　  3,439人　39.5歳　　15.4年　 249,410    250,036円   －0.23％          　   　 

　  男  　　  3,082　　 39.6　　　15.6　　  251,329    252,165     －0.33             

　  女          357 　  38.2 　　 13.7      232,842    233,958     －0.48         　

　構成比は、男性が89.6％、女性が10.4％です。この構成も昨年とあまり変わっていません。全体の平均賃金は男女計と男性は前年より若干ですが低下しています。2年続いて低下したことになります。女性も対前年比マイナスですが、昨年は若干ですが上昇していました。男女とも平均年齢・勤続にはあまり大きな変化はありません。
２．産業区分では次のとおりです。

       　　　　　人数　 平均年齢　同勤続 　平均賃金　　07年       上昇率
製造業・男女計   2,132    39.6     17.0    263,145     266,638   　－1.31     

　同　　男 　    1.964    39.9     17.4    266,589     267,965     －0.51
　同　　女         168    36.6     12.7    222,885     254,688    －12.49
交通・運輸業 　　  592　  42.0     13.2    208,121     202,902       2.57 

　同　　男         569    42.2     13.4    210,366     204,818     　2.71
　同　　女          23    37.7      7.4    152,589     152,599     －0.01 　
商業・サービス業   715    37.1     12.5    242,639     247,298     －1.88 

　同　　男         549    36.2     11.5    239,193     252,245     －5.17     

　同　　女    　   166    39.9     15.6    254,039     224,587      13.11  

　構成比は、製造業が61.52％、交通・運輸業が17.2％、商業・サービス業が20.8％です。商業・サービス業のデータが占める割合が減りました。
　産業区分でみた平均賃金は、製造業では男女計・男女別とも前年を下回っています。その平均年齢はやや“若く”なり、とくに女性は4歳若くなっています。しかし、勤続年数はいずれも昨年より若干長くなっています。交通・運輸業は男性の平均賃金は上がっていますが、女性は前年をわずかに下回っています。商業・サービス業の平均賃金は男女計と男性では前年を下回っていますが、その勤続年数は長くなっています。同・女性は大幅に前年を上回っていますが、年齢・勤続とも“上がって”います。
３．規模別には次のようになっています。
　　　　　　　　　　人数　平均年齢　同勤続　 平均賃金　　 07年     　上昇率
30人未満・男女計    23      50.3     12.3     209,891     215,597     －3.1  
  同　　男         15       47.9     11.1     217,747     215,648      0.97
   同　　女          8      55.0      14.5     195,163     219,917   －11.26 

30-99人　　　      516      41.3     13.1     229,022     235,776     －2.86  　 

   同　　男        445       41.1     13.1     230,891     239,082    －3.43  

   同　　女         71       43.2     13.4     217,305     216,633      0.31 

100-299人　      1,603      38.5     15.1      242,635     252,719    －3.99 

   同　　男      1,453       38.8     15.4     245,389     251,820     －2.55  

 　同　　女　      150       35.5     12.0     215,965     259,678    －16.83   

300人以上　　　  1,297       39.8     16.8     266,594     257,160      3.67
 同　　男       1,169       40.1     16.9     266,923     262,037      1.86
　 同　　女         128       37.6     15.9     263,594     210,970     24.94 
　構成比は、30人未満が0.7％、30-99人が15.0％、100-299人が46.6％、300人以上が37.7％です。規模別には30人未満はデータが少ないので、前年との比較はできません。30-99人では男性は前年を下回っていますが、女性は若干ながら上回っています。100-299人では男女計、男女別にも平均賃金は前年を下回っています。とくに女性は前年より大きく下がっていますが、平均年齢も5歳若くなっています。300人以上の平均賃金は男女計、男女別にも前年を上回っています。企業規模間賃金格差が拡大したことになります。とりわけ女性の平均賃金の大幅アップが目立ちますが、その平均年齢・勤続は両方とも上がっています。07年も女性は前年より上昇していました。
４．全産業・男女計の集計と分析

(1)全産業・男女計の賃金階級分布表は5ページにあります。表右端の賃金階級ごとの人数をみると、平均賃金は249,410円と前年より下がっていますが、最頻値（最も多い）は21万円台（07年は20万円台）と上がっています。20万円未満（19万円台まで）の度数を累積していくとその合計は982 人、28.6％（昨年28.1％）で昨年より賃金の低い部分の割合は若干ですが増えています。男性の27.4％（昨年27.2％）、女性の38.4％（昨年34.9％）です。全体の賃金階級分布の丁度真ん中にあたる中位数は240.2千円で、昨年の240.6千円より下がりました。四分位分散を計算すると0.2184です。賃金階級の分布を階級幅2万円としてグラフにしました。横軸単位：％。数表は末尾にあります。
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　表には年齢区間20-40歳をとってその１次回帰式の「傾き」、すなわち年齢１歳あたりの平均的な上昇額の傾向が4,876円（昨年4,549円）と示してあります。
(2)年齢別賃金特性値

　全産業・男女計、および男女別の年齢別平均賃金を年齢ポイント別にみます。

　  男女計
     男

         女


年齢
    08年度   07年
     08年度   07年
08年度
  07年

20
    158.7    162.1     158.6     162.9 
159.4 
  157.4 

25
    188.1    188.7     188.0     188.0 
188.8 
  194.1 

30
    211.7    212.8     212.7     213.9 
202.8 
  205.6 

35
    239.7    239.6     243.0     240.5 
216.3 
  231.3 

40
    265.4    249.9     267.2     252.9 
243.8 
  228.2 

45
    281.3    275.9     278.2     276.3 
302.6 
  263.4 

50
    294.6    303.8     294.1     307.6 
302.2 
  272.9 

55
    326.9    323.7     333.1     324.9 
246.3 
  304.1 

全年齢
    249.4    250.0     251.3     252.2 
232.8 
  234.0 

「傾き」  　 4,876    4,549     4,926     4,615 
4,349 
  3,807

　男女計年齢ポイント別平均賃金をグラフにすると下のようになります。　
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　男女計の年齢ポイント別平均賃金をみると、20歳から30歳までは若干ながら前年を下回っていますが、35歳から45歳の間は前年を上回り、50歳ポイントでは再び07年を下回りますが、55歳では前年を上回っています。これは男女計ですが男性も同様です（ただし、25歳は前年と同じ）。女性の年齢別平均賃金は20歳は前年より上がっていますが、25歳から35歳の間は前年を下回り、40歳、45歳、50歳の各年齢ポイントでは前年をかなり上回っています。55歳では再び下がっています。しかし、上に特記した女性の中高年を除けば、前年との差は小さなものです。

　全産業・男女計の年齢ポイント別中位数は次のようになっています。右端の前年との比較は単位千円です。

    男女計



年齢
　  08年度　　07年      　08－07年


20
　   159.8 　　162.8 
－3.0 

25
　   186.2 　　185.0 
  1.2 

30
　   210.8 　　211.6 
－0.8 

35
　   241.5 　　240.6 
  0.9 

40
　   261.7 　　254.7 
  7.0 

45
　   289.6 　　283.8 
  5.8 

50
　   299.6 　　317.0      －17.4 

55
　   343.4 　　346.0 
－2.6 

全年齢
　   240.2 　　240.6 
－0.4 

年齢係数   5.0345 　 4.8985 


定数
　   60.16 　　63.36 


決定係数   0.9843 　 0.9881 


　全体の中位数は07年より400円低い水準となっていますが、年齢係数（回帰区間20-40歳）でみると、傾向としては下がっていません。次のグラフは全年齢中位数の値の変化を示すものです。
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　全産業・男女計の第１十分位数は次のとおりです。

年齢　　  08年度     07年      08－07年

20
    151.3      150.5 
 0.8 

25
    186.1      169.9 
16.2 

30
    177.4      173.0 
 4.4 

35
    208.7      194.3 
14.4 

40
    207.6      190.1 
17.5 

45
    217.0      205.5 
11.5 

50
    242.1      214.3 
27.8 

55
    214.8      221.3 　　 －6.5

全年齢
    175.0      165.7 
 9.3 

年齢係数  3.5000     1.5986 


定数
    87.39     126.27 


　第1十分位の水準は55歳を除いて各年齢ポイントで上昇しました。

　年齢ごとの賃金の分布構造は5ページの表から詳しく分析することができますが、その特性値を使って視覚的に示したものが7ページのグラフです。箱の範囲内に80％の人たちが入ります。網のかかっている範囲内には50％の人たちが属していることを示しています。その中位数と第1十分位、第1四分位を抜き出して回帰分析した結果が8ページのグラフです。

(3)年齢・勤続年数別平均賃金　－9ページ－

　全データを年齢１歳ごと、勤続１年ごとに区分してその平均賃金を算出してあります。いわば実態賃金傾向値表です。ただし、これは男女計ですから、後に男女別にも作成してありますので、それと比較するほうが実際的でしょう。

　勤続0年の欄は08年度の採用賃金の傾向を示しているといえます。試みに一部を抜き出してみると

　　　男女計　　　　　　 男　　　　　　  　女　　　　　　　

年齢　 08年度　07年 　　08年度　07年   　08年度　07年　　

18      155     156       156     156       147 　  --            

20　    169     159       169     160       169     159           

22　    181     177       180     177       185     178          

　データには学歴区分がありませんから、22歳は大卒とは限りませんが、18歳はほぼ高卒とみることができます。若年者の新規採用賃金は上昇傾向にあったようです。全年齢の採用賃金、「高卒標準労働者」、35歳実在者については後に詳しい集計があります。

(4)年齢・勤続年数別人員表　－10ページ－　

　前の表に対応する人数を示したものです。データをこのように細分すると1項目あたりの人数は小さくなります。したがって、前の表の平均賃金を見る場合には、それに用いられているデータの数を考慮にいれて見てください。またこの表から労働力の年齢・勤続構成を詳しく見ることができます。本調査は必ずしも全数調査ではありませんから確定的なことは言えませんが、この表をみると18歳から23歳の勤続0年で昨年ほどではないにしてもある程度活発な新規採用が行われたようです。中途採用も最高年齢は62歳まであります。ほとんど男性です。
(5)年齢階層別平均賃金表（11ページ）

これを賃金センサスと同じ区分にして再集計したものが年齢階層別平均賃金表です。

　年齢階層別平均賃金は次のようになっています。

　　
　　男女計
     男

     女

     女/男％

年齢階層   08年度   07年     08年度  07年
     08年度  07年     08年度

18-19      157.1    157.3     157.7    158.0    149.9    141.9     95.1 

20-24      174.5    174.5     174.9    175.6    172.6    169.4     98.7 

25-29      198.4    196.4     199.4    197.3    187.8    191.1     94.2 

30-34      222.0    222.3     223.1    223.7    211.5    211.6     94.8 

35-39      245.2    242.8     246.7    244.7    234.3    227.7     95.0 

40-44      264.2    264.9     265.5    267.1    252.1    245.9     95.0 

45-49      281.9    283.4     279.8    282.6    298.3    290.3    106.6 

50-54      299.8    305.6     299.2    306.5    305.2    299.9    102.0 

55-59      323.1    312.9     328.2    317.0    265.0    272.4     80.7 

60-65      226.0    184.8     229.1    179.8    199.0    240.3     86.9
　年齢階層別平均賃金は、男女計では55-59歳が1万1千円ほど前年を上回っているほかは、各年齢階層とも60-65歳を除けば多少の上下はありますが、その差は微弱なものです。男性も同様です。女性の年齢階層別平均賃金は25-29歳、30-34歳ではわずかながら前年を下回っていますが、35歳から54歳の間は前年を上回っています。そして50歳以上の年齢では前年以下となっています。
　右端には男女の賃金格差が算出してあります。45-49歳、50-54歳では逆転して女性の方が高くなっています。

　下のグラフは男女計の年齢階層別平均賃金です。
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　この年齢階層別平均賃金表から年齢階層・勤続年数階層の構造を読み取ることができます。男女計の年齢層では55-59歳（501人）が最大です。勤続年数では30-45年が集計年数の幅は他と異なりますが596人で最大です。一方、勤続5年未満（0-4年）の合計は916人となります。
　この年齢階層勤続年数階層別表から全産業・男女計や男女別の年齢構成や勤続年数の分布をみることができます。
　ただし、前の平均賃金もそうですが、これは組合員のみですから、管理職を含む全従業員（パートタイマーは除く）を集計している公式統計と比較する場合には年齢の高いほうで低めになることがあります。公式統計と比較する場合に注意を要する点です。

　年代構成では男女計で30歳台の割合が増えています。そして50歳台の割合が減っています。男性も同じです。女性も30歳台が増えています。勤続年数は、男女計の場合、5-9年の占める割合が減っています。そして10-19年、20年以上が1ポイントほど増えています。男性も同じようです。女性は勤続1-4年の占める割合が大きく減り、20年以上が増えています。

(6)高卒標準労働者等

　12ページには高卒標準者の年齢別平均賃金、勤続0年の賃金、および35歳実在者の勤続年数別賃金があります。高卒標準者は年齢・勤続年数別平均賃金表から高卒標準労働者とみなされるもの（年齢マイナス勤続が18）を抽出したものです。ただし、「標準」とはいっても住居や扶養家族などの条件はありませんから、いわゆるモデルではないことに注意してください。

「高卒標準労働者」（勤続年数ははぶく）

　　    全産業男女計　　　　　 全産業男     　　　　  同　女　　

年齢　　08年度　　07年　　　  08年度　　07年　　　  08年度　　07年

18　　　155,106    156,281     156,261    156,281     147,023     ---         

20      157,201    162,971     157,468    164,000     150,531    155,766     
25      192,336    176,059     192,404    176,614     191,825    171,900     
30      215,029    216,913     218,480    216,913     152,897      ---         

35      255,783    253,555     261,365    257,028     194,376    224,033      
40      285,996    268,419     282,131    271,073     311,763    235,245      

45      318,182    300,900     312,481    300,900     383,750      ---         
50      321,561    335,342     321,561    335,745       --       328,500      
55      365,178    370,768     367,532    370,769    261,630      ---        
　次に08年度の採用賃金を年齢ポイント別に前年と比較しながら見ることにします。
　　　
  男

　　　　女


年齢
  08年度
　 07年
      08年度
07年

20 
 169,100 　 159,551     169,045　　159,125 

25 
 190,122 　 185,524     172,930　　   *

30 
 187,927 　 183,368 
*
　*

35 
 181,963 　    *
　　　173,300 　 183,300 

40 
 190,530 　 241,880 
*
　*

45 
    *
　    *
　　 　　*
　*

50 
    *
　 170,900 
*
　*

55  
    *
　    *
　　 　　*
　*
５．産業別集計

　ここでは男女計の年齢ポイント別平均賃金だけを比較しておくことにします。


 　製造業

    交通・運輸業 
     商業・サービス業


年齢
   08年度  07年
    08年度  07年      08年度  07年

20
   159.3 
   162.5 
    160.1    157.9     155.1    162.1 

25
   192.1 
   190.8 
    175.7    176.5     185.4    188.7 

30
   213.4 
   220.6 
    195.0    147.3     214.2    213.6 

35
   245.1 
   244.6 
    191.9    198.8     249.3    241.8 

40
   275.5 
   264.7 
    213.5    208.5     268.3    253.8 

45
   296.4 
   285.1 
    193.2    194.1     309.9    299.8 

50
   304.7 
   323.6 
    265.8    226.5     292.9    317.5 

55
   347.1 
   345.6 
    207.0    241.1     274.9    328.3 

全年齢
   263.1 
   266.6 
    208.1    202.9     242.6    247.3 

「傾き」  5,472 
   5,126 
    2,478    2,169     5,504    5,257
　年齢ポイント別にみると製造業では20歳、30歳、50歳、55歳で前年以下となっています。交通・運輸業は20歳、30歳、40歳、50歳では前年を上回っていますが、その他の年齢では前年以下です。商業・サービス業では30歳、35歳、40歳、45歳でそれぞれ前年を上回っていますが、他は下回っています。
　これは男女計ですから、男女別等詳しくは出力表を検討してください。
６．規模別集計

　規模別の年齢ポイント別平均賃金（男女計）は次のとおりです。


 　30人未満
      30-99人


年齢
　 08年度   07年       08年度   07年

20
    　*
     --
       144.5    164.2 

25
　    *
     --
       187.9    181.1 

30
　  193.1     --
       201.4    203.5 

35
　  223.4    268.6       210.2    226.3 

40
　    *
    281.2       256.0    224.9 

45
　  276.0    252.2       247.4    269.2 

50
    　*
    229.9       226.9    273.1 

55
  　167.5    229.2       334.5    241.0 

全年齢
  　209.9    216.6       229.0    235.8 

「傾き」   5,537    3,610       3,791    3,539 


  100-299人
      300人以上


年齢
 　08年度   07年       08年度   07年

20
  　157.2    162.8       163.0    160.3 

25
  　185.0    187.5       191.4    192.0 

30
  　210.2    213.0       217.0    221.0 

35 
  　244.0    243.9       253.4    243.2 

40
  　270.6    254.4       262.4    265.4 

45 
  　281.3    266.7       315.4    293.2 

50
  　289.8    324.0       322.5    313.4 

55
  　303.6    321.1       354.7    351.2 

全年齢
  　242.6    252.7       266.6    257.2 

「傾き」 　5,243    4,537       5,097    5,445
　規模30人未満はデータが少なく年齢ポイント該当者がいないところがあります。直接比較はできませんが、全平均では昨年より下がっています。しかし「傾き」は上がっています。30-99人の全体の平均賃金は前年を下回っていますが、年齢ポイント別には様々です。規模100-299人では35歳、40歳、45歳を除く全ての年齢ポイントで前年を下回っています。300人以上では25歳と30歳、40歳のポイントを除いて前年を上回りました。
　以下、男女別等、詳しくはそれぞれの出力表をご検討ください。





















